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12月の園便りで“友だ、ちのために心をつかうということができる子どもたち"

のことを書きましたが、では大人の私たちはどうかと自身に問わなければならない

加とを思います。 本当の意味での大人は、身の芭りの人を大事にして、幕議しあ

る人間なのでしょうね。“人のためにやを槙うことができる大人"にならなけれ

りませんね。人のために心を使うことができる大人は、子どもにとってのよい

となりますの子どもたちは大人在お手本として、同じようにしますから、幼

良いお手本に出会うことは、子どもがこれから生きていくためにとても

な体験とえ主ります。私たち大人がよ子どもたちの前で、どういう生き方をしているか

が関われます。物事を批判的 lことらえて、ぶつぶっと不満を漏らすことに絡始する

か、物事を前向きに捉えてよりよい方向な求めゆていくか、ということまで、子ども

が吸収していることを心の隅においておかなければなりませんね。大人の人関額係

がいい関係であれば、やがて子どもたち くなった時に毘じよう;こいい入構欝

係を築くようになるのですから・

子どもたちのためにー-保護者の皆議お互いのために・・そし

て劫稚躍のためにも〈本当にありがたいことです)・-と“人のために働かれるお

姿"と“お為3まいを大切;こするいい関様"をたくさん拝見して、本当に素敵だ、な~と

患いながらおりました。 子どもたちも、お父さんお母さんのそういう姿を締り

患っていたことと思います、みなさまのお殺は、『子どもたちへの何より

ゼント Jであると思います。

さて、クリスマス・お正月とお楽しみが統く冬休み、子どもたちの心に素離な思

い出と るように心をつかってあげてく さいませ。

ご理解とご協力に心か し上げます。

皆様、どう えください。

1月 

4日 (7主) 臼から星の子開始です。ご利用く さし、。 

10日(火) *降闘は 11: 30分です。 

11日(水)お餅っきの会です。 *隣国防  12:00 "Ci言。

とコップをお持たせ下さい。 

12日(木) が始まります。 

18日(水) *鋒盟は 11: 30分です。 

21日(土) ため自由登醤辻お休みです。 

24詰"-'27日 鶴入懇談を行いますG 


